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地域福祉活動計画の策定にあたって 

令和 ３年 ２月 
小野地区社会福祉協議会 
会 長  青木 良一 

 現在の地に小野地区社会福祉協議会の事務所を移設し、同時に「ふれ

あいサロン小野」を開設し早くも１６周年を迎えることが出来ました。１６年

もの間、皆様のご利用をいただけたのも、諸先輩方の変わらぬ活動理念

のおかげと感謝をしております。 

 第３期地域福祉活動計画にあたり、松山市社会福祉協議会様の「このま

ちのえがおプラン」との連携を考えながら、小野地区社会福祉協議会の長

い歴史と実績を考慮し策定しました。 

  基本理念の「心響きあう♥与力の里」を掲げ、①地区社協の基盤整備②

生きがい在宅福祉の充実③福祉ネットワークの充実④福祉学習と活動の

充実の４項目の活動計画に分類し、各取り組み事項には、中心となる監事

部会を決めるとともに、機会ある毎に評価を行い、「活動計画の見える化」

を図り、小野地区社会福祉協議会らしい活動計画となりました。  

 小野地区社会福祉協議会が中心となり、子供からお年寄りまで地区住

民主体の地域福祉活動を計画的に推進し、「心響きあう♥与力の里」となる

よう努めてまいります。この地域福祉活動計画の実現に小野地区の皆様

のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 地域福祉活動計画策定にあたっては、小野地区社会福祉協議会内の各

種データ分析、また活動の方向性を決める事項や、各種アンケートでは、

愛媛大学看護学科様の調査結果を参考とさせていただきました。また計

画策定にご尽力を頂きました松山市社会福祉協議会の皆様及び、策定委

員の皆様には、心よりお礼を申し上げます。 
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松山市における地域福祉に関する計画の連携と比較 
 
 

 地域福祉の推進を図るためには、下記の計画が内容を一部共有したり，策定過程を 
共有する等、相互に連携し一体となって進めることが重要であり、互いに補完・補強 
しあう関係にあります。 
 
 

【 イメージ図 】 

地域福祉計画 地域福祉活動推進計画 地域福祉活動計画 

（松山市社協計画） （松山市計画） 

一体計画 

（地区社協計画） 

【 地域福祉に関する計画の比較 】 

連携 

計 画 地域福祉計画・地域福祉活動推進計画 
（このまちのえがおプラン） 

地域福祉活動計画 

策定主体 松山市・松山市社協 小野地区社協 

対象地域 松山市内 地区内 

実施期間 ５年 ５年 

基本目標 
（基本理念） 

みんなが つながる 支える まちづくり  心響きあう❤与力の里 

計画の特徴 

目標１ 
支えあいの心を育む  
目標２ 
みんながつながり参加できる環境づくり  
目標３ 
丸ごと支援のしくみづくり  
目標４ 
福祉サービスの健全な発達と適切な利用促進 
  
以上の４項目を個別目標に掲げ、住民一人ひと
りや住民組織、ボランティアグループ、NPO等
の関係団体、学校、事業所等、地域の多様な
主体がそれぞれの役割を担いながら、互いに
つながり、支えあうことで、“誰もが暮らし続けた
い”と思えるまちづくりを目指します。 

【第3期計画】 

① 地区社協の基盤整備 
② 生きがい在宅福祉の充実 
③ 福祉ネットワークの充実 
④ 福祉学習と活動の充実 
 

の４項目を基本とし、地域性を
生かした事業を計画的に展開
する。 

地区社協が中核となって、住
民の主体的参加を基本とした
地域福祉活動をより積極的に
進めるとともに、地区社協の
基盤強化を図る。 

１ 



小野地区の紹介 

 松山市の最東部に位置し、小野町、北梅本町、南梅本 
町、平井町、水泥町の５町から構成され、伊予鉄道横河 
原線沿線という好条件と病院や商業施設が備わった地 
域でありながら都会らしくなく、そして程よい田園風景の 
残る地区で、近年急激に人口が増加している。 
 １公民館、１小学校、１中学校の地域性から住民同士 
の連帯感が強く、義理と人情がまだまだ残っている地域 
である。 

地域住民から見た地域の現状 

・ふれあいサロン小野(月～金の毎日型）  ・公民館や小野支所などが社協に協力的 
・サロン農園があり、近所の方が協力的  ・サロンに各団体が集まり人材確保が容易 
・自然豊か ・包括支援センターによる出張相談  ・犯罪が少ない  ・災害が少ない   
・小学校からそのままのメンバー（生徒）で中学校に上がる 
・地域全体で子供の見守り、健全育成  ・子供の挨拶が立派 
・地域の団結力 ・スポーツに熱心  ・地域役員の連携が密 

・サロン活動で若い人が少ない（協力会員も高齢化している） 
・小野サロンの立地が地区の中心でない ・小野サロンの施設の劣化 
・道路、通学路が狭い ・高齢化率30％ ・高齢者の交通不便  ・企業が少ない 
・飲食店が少ない ・農業に従事する人が少ない  ・スポーツ施設が少ない 
・バスの廃線（小野谷） ・災害の不安（山地部） 
・行事のお世話人さんなど後継者不足 

・高齢化率が年々高くなっている ・独居高齢者（特に男性高齢者）増加傾向 
・若い人、男性の福祉に対する関心が薄い ・認知症の人が増えている  
・自力で移動できない人の増加 ・若い女性は勤めに出ているため活動に参加できない  
・入院できる病院が少ない ・健康のため高齢者によるボランティア活動への参加促進 
・避難準備情報が出ても行動しない人が多い  ・コミュニティバスの配備希望 

地
区
の
強
み 

地
区
の
弱
み 

地域
が抱
える 

福祉
課題 

南梅本町より西方方向 

松山市地区社協地図 

面   積 ： 26.5 ㎢  
人   口 ：17,453 人 
世 帯 数 ： 7,909 世帯 
高齢化率： 30.7 ％ 

（地域カルテより） 

２ 



小野地区社協活動状況 
（地域カルテより） 

３ 



援護部 13 

啓発部 13 

障がい部13 

高齢福祉部11 

児童福祉部14 

サロン部 14 

協
力
会
員 
 
 
 

78 

部 長 
副部長 

部 長 
副部長 
会 計 

副会長  

副会長  

副会長  

会 長  

事務局長  

会  計  

部 長 
副部長 

部 長 
副部長 

部 長 
副部長 

部 長 
副部長 

●各部会 ●管理運営委員会 毎月開催 １９ 

 ●理事会 （公民館長、PTA会長、有識者等） ２４ 

●評議委員会 （民生委員、各分館長等） ４６ 

協力会員への報告会 

● 執 行 部 会  ７ 

報告 提案 

報告 承認 

報告 
提案 

小野地区社会福祉協議会 組織図 

各種会議 関連図（ＰＤＣＡ） 

報告・意見集約 

提案 

４ 

Ｒ０２．４現在  
   図内の数値は人数 

  図内の数値は人数 



小野地区社会福祉協議会 活動状況  

①小野福祉の集い： ４月実施 （幼稚園、各ｻﾛﾝ、幼稚園と介護施設参加のミニ運動会） 

②平井商店会（街）夜市への協賛：７月～８月 

③小野地区体育祭への参加：１０月 

④福祉講座：１０月 

５ 



⑤地区文化祭への参加：１１月 

⑥季節の遊び教室：毎月１回土曜日 
       （小学生と高齢者のふれあい） 

⑦その他： 
 豆記者（子供たち）の取材を受けました       

６ 



ふれあいサロン小野 活動状況  

①サロンのはじまり ②当番表の作成と掲示 

 ふれあいサロン小野は令和３年１２月２３日に１６周年を迎えることが出来ました。 
多くの利用者の皆様と協力会員の皆様のおかげです。 

 以下の、活動状況については、サロン小野の特徴的な事項について紹介させていただ
きます。 

③サロンの行事周知 

７ 

④小野地区いきいきサロンの状況 

の買い 

ｻﾛﾝおおの 

ｻﾛﾝひまわり会 

ｻﾛﾝひらい 

こだまの会 

ｻﾛﾝみどろ 

ｻﾛﾝなのはな 

ｻ ﾛ ﾝ 名 活動拠点 

大野分館 

五楽自治会
集会所 

上苅屋分館 

平井分館 

南梅本団地
集会所 

水泥分館 

登録者数 

３３名 

１４名 

３７名 

２５名 

２６名 

５１名 

（Ｒ2.12現在） 

⑤喫茶と軽食 
  （喫茶：まりも） 
 
 ｺｰﾋｰ ￥200 

自慢のカレー限定販売（月曜日のみ） 
    サラダ付き ￥２５０  



ふれあいサロン小野 サークル状況 

日 月 火 水 木 金 土 

ストレッチ 
 
囲碁将棋 

牛乳パック 
椅子 

手   芸 
くらしの書 
パソコン  

童  謡 コーラス 椅子でヨガ 
 
エコクラフト 

季節の遊
び教室 

 
（月１回） 包括支援センター 

出張相談 
民生委員相談日 

（月１回 曜日変動） 

①曜日別サークル活動表 

②サークル活動状況 

休み 

ストレッチ 

椅  子 

手  芸 
パソコン 

クラフト 

コーラス 

くらしの書 

８ 

囲碁将棋 



サロン利用者数の推移（１日平均）   n=過去５年間                サロン利用者数の月別変動    n=過去５年間               

サロン利用者の年齢分布 （19.12愛大ﾃﾞｰﾀ）     n=93                

●サロン利用者の過去５年間の １日平均データ 
・年々減少傾向にあり、４年前と比べると６名程度減少 

●サロン利用者の過去５年間の月別平均データ 
・12月期の利用者数は、サロン記念日(12/22)が平均を 
 あげているか？ 
・季節による変動は見えない 

 

●サロン利用者の平均年齢データ 
  （19年12月 愛大調査データ） 
・70歳から90歳までの利用者が多い 
 
 

若い世代の利用者拡大が必要 
 ・若い人向けサークルの新規開設検討 
 ・子育て世代向けメニューの提供 

サークル別の平均年齢       n=211               サークル別の構成人数     n=211              

小野地区社会福祉協議会の現状分析 

９ 



社協組織の平均年齢       n=79               社協組織の構成人員       n=79               

●社協６部会の平均年齢 
・高齢部の高齢化解消が重要 

●社協６部会構成人数 
・当資料では判明しませんが、昨年１５名程度で構成さ 
 れていたが、構成員９名程度減少 
・協力会員の拡大が必要 

サロン利用者の家族構成        n=93               協力会員の家族構成           n=32               

サロン利用者の参加回数        n=93               協力会員の利用回数           n=32               

10 



サロン利用者の利用年数        n=92               協力会員の利用年数        n=32               

サロン利用者の交通手段        n=88               協力会員の交通手段        n=32               

利用者のサロンを知ったきっかけ    n=65               協力会員のサロンを知ったきっかけ  n=30               

11 



0 10 20 30 

活動内容が自分の趣味とあっている 

他の参加者とお話ができる 

自分の都合に合わせ参加できる 

友人や知り合いが参加している 

雰囲気が自分に合っている 

活動内容に関心がある 

利用者のサロン参加理由 個別選択     n=男性：18 女性：59               

凡  例 
  男 性  
  女 性 

利用者のサロン参加理由 複数選択      n=男性：85 女性：300                

12 

凡  例 
  男 性  
  女 性 



満足感を得られる  n=100 

人とのつながりを感じる n=116 人の役に立っている n=106 地域活動に関心を持った n=116 

友人が増えた    n=116 趣味の仲間が増えた n=113 

教養が身についた  n=112 健康情報を得られた n=114 

思う：95 

少し思う：17 

思う：65 

少し思う：31 

思う：36 

少し思う：43 

思う：48 

少し思う：47 

思う：63 

少し思う：46 

思う：58 
少し思う：44 

思う：24 

少し思う：60 

思う：36 

少し思う：55 

楽しいと感じる    n=115 やりがいを感じる n=111 

 サロンへの思い                    （19.12 愛大調査データ） 

少し
思
う：9 

思う：52 
少し思う：39 

思う：101 

少し思う：9 

 サロンを利用し、趣味を通じて、人とのつながりや、友人が増え「やりがい」や「満足感」が
生まれているようである。 
 おしゃべりの中で、健康関連情報や、多面な教養情報も得られているようです。 
サロンの特徴が出ており、今後も「参加して楽しい」サロンであることが重要 

13 
 



第３期 小野地区地域福祉活動計画策定委員会名簿 

敬称略 （令和２年６月現在） 

14 



第３期 小野地区地域福祉活動計画策定委員会の開催状況 

第１回 

回 

令和２年 
１１月２６日 

開催場所 策定内容 開催日 

ふれあい 
サロン小野 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

令和２年 
１２月１４日 

地域福祉活動計画について 
今後の活動の進め方 
策定委員の選出 

令和２年 
１２月２４日 

地域福祉活動計画検討 
今後の活動の進め方 
活動状況紹介の検討 

令和３年 
１月２５日 

地域福祉活動計画検討 
活動計画書の内容検討 

地域福祉活動計画検討 
活動状況紹介の検討 

15 

令和３年 
２月５日 

地域福祉活動計画修正 
活動状況紹介の修正 
 （掲載内容・写真） 

第６回 令和３年 
２月２４日 

地域福祉活動計画確認 
巻末、問合せ先地区社協 
記載変更 



小野地区地域福祉活動計画　１　　（基本理念：心響きあう❤与力の里）
20.12.25

年度

成果

在宅
福祉
生き
がい
福祉
の充
実

５ヶ年計画

障がい者支援
体制の構築

地域に居住している障がい者へ
の支援、行事への参加促進

「あゆみ会」への支援・協力 評　価

評　価

評　価

全地域への啓発 評　価

評　価

サロンを継続し存続させるため
の
　　　　　　　財政基盤の確立

賛助会員の募集

サロン行事新メニューの考案・充実 評　価

評　価

サロン利用者へのサービスの
充実、メニューの拡充

評　価

評　価

評　価

評　価

評　価

評　価

評　価

評　価

2 3 4 5 6

管理運
営

 委 員
会

管理運営委員
会の充実

地域への積極的な募金の呼掛け
（募金箱の設置など）

啓　発
部　会

広報活動の
          促進

理事会・評議委員会・報告会等
の適正な運営

協力会員後継者の確保と養成

組織体制の
　        整備

各部会及び部員からの意見集約

年２回発行の持続

評　価

評　価

基本
計画

基本目標
監事
部会

実施目標 実施活動（具体的内容）

福祉だよりの充実

地域活動に積極的に参加し、
　　　　　　　　啓発に努める

賛助会員（団体・個人）の募集地区社協賛助会員の募集

財政基盤の確
立

共同募金・寄付金の拡充

定期的な理事会・評議委員会
　　の開催

協力会員報告会への参加促進

地区
社協
の基
盤整
備

地域に根差した内容の充実

平井商店会夜市・秋祭り等に
　　参加協力

各部会活動の啓発、活性化.
毎月開催
（援護部・啓発部・高齢福祉部
　児童福祉部・障がい福祉部
　サロン部）

各部　部会を年４回以上開く

管理運営委員会の決定事項は必ず
部員に周知徹底する

評　価

評　価

評　価
ふれあいいき
いきサロンの
拡充

ふれあいサロン小野を拠点とし
た地域全体へのサロンの開設
と支援

各地区（分館等）への
　　　　　　サロン開設

新規サロンに対して
　　　　　　　　協力会員の拡充

ふれあいサロン小野の充実

協力会員の確保

福祉サービス
の　向上・充実

協力会員の活性化

サロン喫茶の充実

協力会員の研修

高齢者への支援

高齢者への訪問

軽スポーツ普及と参加促進

管理運
営

委員会

新協力会員の増員並びに育成

軽スポーツ普及

評　価

評　価

評　価

サロン利用高齢者への
サービスの向上・支援

高齢者夫婦への弁当配布

評　価

評　価

「あゆみ会」の行事参加 評　価
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（問い合わせ先）   
小野地区社会福祉協議会 

 
〒791-0244 松山市水泥町９７２－１ 

Tel：089-976-1200/Fax:089-976-1200 
 

発行日：令和３年２月 
 


